
報
告
２

以
下
の
東
部
バ
ロ
ー
チ
語
に
よ
る
詩
篇
は
、
バ
ロ
ー
チ
民
族
の
英
雄
の
一
人
パ
ー
ラ
ー
チ
が
復
讐
の
戦
に
出
か
け
る
と
き
に
歌
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

部
分
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
高
原
最
東
部
の
険
し
い
山
岳
地
帯
に
住
む
彼
ら
バ
ロ
ー
チ
族
の
「
山
言
亘
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
が
伺
え
る
好
例
で
あ
る
．

腰
一
四
号
唱
碗
胃
イ
ラ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
跨
（
冨
異
『
ｇ
）
の
、
峡
谷
お
よ
び
海
岸
の
数
区
域
ま
で
射

穴
呂
昌
旨
○
号
員
秀
一
農
り
バ
ー
ラ
ー
チ
が
歌
っ
た
通
り
の
光
景
が
実
在
す
る
程
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
に
調
査
し
た

シ
弓
ウ
画
冒
錘
圃
ウ
画
国
雨
函
一
【
“
弓
、
①
彦
卸
ヨ
〔

パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
は
、
北
東
か
ら
南
西
に
連
な
る
険
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
巡
礼
地
ヒ
ン
グ
ラ
ー
ジ
（
雪
畠
一
色
と
、

国
巨
周
呂
言
儲
三
富
ョ
い
畠
緒
言
具

し
ぃ
山
並
み
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、
南
北
軸
に
沿
っ
て
よ
り
西
方
の
聖
地
と
の
関
係
を
探
ろ
う
と
試
み
、
調

シ
ョ
ウ
圖
毒
ウ
①
圖
毒
④
画
函
営
函
員

の
移
動
・
交
通
が
困
難
な
地
で
あ
っ
た
。
古
来
よ
り
、
査
地
点
各
所
で
は
二
次
的
に
民
俗
学
的
資
料
の
蒐
集

シ
｛
ず
画
雪
◎
六
毒
①
ヨ
⑥
豈
農
言
ご
卸
す
煙
員

山
に
囲
ま
れ
た
峡
谷
部
の
低
地
、
河
床
を
移
動
す
る
を
も
行
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
そ
の
土
地
土
着
の
聖

六
号
。
ｇ
壱
三
ｍ
雪
⑥
邑
宍
壷
臣
ヨ
・
己
色
員

ｚ
一
ｍ
言
塁
陣
二
六
言
胄
穴
画
く
四
噸
雪
四
三

の
が
常
と
さ
れ
、
酪
駝
・
ロ
バ
・
馬
が
輸
送
の
主
役
者
お
よ
び
民
族
の
守
護
聖
者
に
関
す
る
宗
教
歌
謡
、

国
幽
昌
忌
函
毒
四
．
昏
呂
葺
侭
宮
蝕
昌

で
あ
り
、
現
在
で
も
、
舗
装
さ
れ
た
ご
く
わ
ず
か
の
そ
し
て
民
族
的
英
雄
叙
事
詩
の
伝
承
者
集
団
に
よ
る

街
道
か
ら
一
山
越
え
て
隣
の
峡
谷
に
あ
る
村
へ
行
こ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
記
録
作
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

パ
ー
ラ
ー
チ
は
言
っ
た
う
と
す
る
と
き
、
た
い
て
い
徒
歩
か
動
物
の
乗
り
物
本
年
度
踏
査
の
折
り
に
接
触
・
記
録
し
た
パ
ロ
ー
チ

あ
の
山
々
こ
そ
我
ら
パ
ロ
ー
チ
族
の
砦
な
り

に
頼
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
．
文
明
社
会
か
ら
見
れ
ば
ス
タ
ン
の
民
俗
音
楽
文
化
に
つ
い
て
民
族
誌
と
絡
め

そ
の
頂
は
一
軍
団
よ
り
強
く

ま
だ
未
開
な
こ
の
よ
う
な
土
地
で
、
昨
年
に
続
き
、
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
の
中
で
も

そ
び
え
た
つ
高
き
峰
は
我
ら
が
同
志

カ
ラ
ー
ト
（
冨
冒
）
や
フ
ズ
ダ
ー
ル
（
屋
旨
且
画
『
）
特
に
州
都
ク
エ
ッ
タ
以
南
の
、
イ
ン
ダ
ス
右
岸
か
ら

何
人
も
通
さ
ぬ
岩
壁
は
我
ら
が
戦
友

の
町
を
拠
点
に
中
央
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
山
脈
に
点
在
す
イ
ラ
ン
東
部
に
か
け
て
広
く
東
西
に
か
け
て
分
布
す

乾
き
を
湧
き
出
る
泉
に
い
や
し

る
聖
地
・
聖
廟
の
所
在
を
確
認
・
記
録
す
る
た
め
に
る
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
人
（
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
語
話
者
陣
）

野
の
ヤ
シ
の
葉
で
清
水
を
す
く
い

踏
査
を
行
な
っ
た
。
と
パ
ロ
ー
チ
人
（
パ
ロ
ー
チ
ー
語
話
者
胃
』
）
か
ら
な

茨
の
潅
木
に
身
を
横
た
え

本
年
度
は
、
外
国
人
の
入
域
に
中
央
政
府
か
ら
の
る
バ
ロ
ー
チ
民
族
の
音
の
伝
承
者
た
ち
を
取
り
上
げ

大
地
を
枕
と
せ
ん

許
可
を
必
要
と
す
る
南
西
部
マ
ク
ラ
ー
ン
管
区
る
。

槐
脇
師
た
ち
の
道
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
菌
四
部
の
音
芸

村
山
和
之
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現
在
、
歌
謡
を
含
め
た
音
楽
が
バ
ロ
ー
チ
民
衆
の

日
常
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
教
義
的
に
は
歌
舞
音
曲
を
喜
ば
な
い
イ
ス
ラ
ー

ム
の
教
え
を
守
り
な
が
ら
も
、
人
生
の
節
目
で
あ
る

写真1パーラヴァーン：左がナーコー（サルーズ弾き）
右がアミーン（歌とダンブーラグ）

冠
婚
葬
祭
と
結
び
つ
い
た
特
定
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
、

娯
楽
と
し
て
楽
し
む
民
謡
・
大
衆
歌
謡
な
ど
は
他
の

ど
の
地
域
と
も
同
様
に
生
活
に
根
ざ
し
て
存
在
す
る
。

民
間
医
療
の
一
手
段
と
し
て
悪
魔
祓
い
の
儀
式
に
用

写真2ローリー楽士の演奏（左から3人）

い
ら
れ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
（
グ
ワ
ー
テ
ィ
ー
／

Ｑ
乏
昌
）
や
、
一
七
世
紀
か
ら
ほ
ん
の
二
○
年
ほ
ど

前
ま
で
の
戦
い
の
中
で
勇
敢
に
死
ん
で
い
っ
た
義

賊
・
英
雄
た
ち
を
讃
え
る
叙
事
詩
（
シ
ェ
ィ
ル
／

馨
①
胃
）
な
ど
は
、
比
較
的
バ
ロ
ー
チ
民
族
の
血
が

強
く
脈
打
っ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
出
自
と
関
係
な

く
自
ら
望
ん
で
音
楽
の
道
に
入
っ
た
一
握
り
の
楽
士

た
ち
（
ア
タ
ー
イ
ー
／
Ｐ
且
）
、
そ
し
て
マ
ク
ラ
ー

ン
地
方
の
一
部
で
宗
教
歌
謡
を
担
う
シ
ェ
イ
パ
ル
ジ

ャ
ー
（
里
①
愚
息
“
）
の
グ
ル
ー
プ
を
除
け
ば
、
こ

の
地
域
の
楽
士
た
ち
は
一
般
的
に
特
定
の
職
能
集
団

に
属
す
る
も
の
た
ち
で
あ
る
。

東
部
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
で
は
、
男
女
と
も
に
歌
手

で
あ
り
女
性
は
産
婆
で
も
あ
る
ド
ー
ン
ブ
ま
た
は
ド

ー
ム
（
ロ
ｏ
冒
す
／
口
○
ョ
）
が
、
そ
れ
以
外
の
地
で
は
、

も
と
も
と
バ
ロ
ー
チ
族
で
は
な
い
が
彼
ら
の
宿
営
地

や
村
落
に
付
随
し
て
鋳
掛
屋
や
鍛
冶
屋
、
大
工
、
雑

役
な
ど
を
営
み
な
が
ら
楽
器
を
弾
き
歌
を
う
た
う
集

団
ロ
ー
リ
ー
（
Ｐ
目
）
が
、
音
楽
現
場
で
活
躍
す
る

中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
歳
入
の
大

部
分
を
音
楽
活
動
か
ら
得
て
い
る
こ
と
で
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
み
な
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
共
同
体
の
周
縁
に
粗
末
な
住
居
を
構
え
、

あ
る
い
は
仕
事
道
具
一
つ
で
移
動
し
て
歩
く
、
非
農
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耕
・
非
牧
畜
民
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
流
れ

た
ジ
プ
シ
ー
の
源
流
と
も
見
ら
れ
て
い
る
．
彼
ら
は

こ
の
種
の
職
業
に
従
事
す
る
人
間
と
し
て
、
社
会
的

に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般

に
蔑
ま
れ
る
身
分
に
属
し
て
い
る
の
は
こ
の
地
で
も

同
様
で
あ
る
、
彼
ら
の
墓
が
他
の
村
人
た
ち
と
同
じ

領
域
に
た
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
出

自
が
明
確
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
ロ
ー
リ
ー
を
名
乗
る

楽
士
た
ち
は
な
く
、
他
の
バ
ロ
ー
チ
族
と
同
じ
く
本

拠
地
に
し
て
い
る
土
地
の
名
称
な
ど
を
名
前
に
使
い
、

部
族
名
と
し
て
広
義
の
「
パ
ロ
ー
チ
」
を
称
し
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
る
。

総
体
と
し
て
の
ロ
ー
リ
ー
は
、
演
奏
す
る
楽
器
や

伝
承
す
る
歌
謡
ス
タ
イ
ル
の
差
異
に
よ
っ
て
内
部
で

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
、
日
常
的
に
は
そ
れ
ら
の
個
別

名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
両
面
太
鼓
ド
ー

ル
ｅ
ｇ
－
）
と
オ
ー
ボ
エ
状
の
笛
ス
ル
ナ
（
普
目
四
）

か
ら
な
る
二
種
類
の
組
み
合
わ
せ
で
、
祝
祭
の
舞
踏

チ
ャ
ー
プ
（
。
冨
胃
バ
ロ
ー
チ
族
）
や
ア
タ
ン

（
ン
冨
冒
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
族
）
の
伴
奏
を
担
当
す
る

ロ
ー
リ
ー
は
、
「
ド
ー
リ
ー
》
太
鼓
打
ち
ｅ
ｇ
ｓ
」

と
呼
ば
れ
、
最
も
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
楽
士
た
ち

で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
楽
器
担
当
者
群
が
演
奏
技

量
に
関
わ
り
な
く
差
別
を
受
け
る
の
か
は
、
ギ
リ
シ

ァ
神
話
で
ア
ボ
ロ
ー
ン
の
竪
琴
（
弦
鳴
楽
器
）
と
マ

ル
シ
ァ
ス
の
縦
笛
（
気
鳴
楽
器
）
が
命
が
け
の
演
奏

勝
負
を
し
た
と
き
の
結
末
が
未
だ
に
尾
を
ひ
い
て
い

る
。
ス
ル
ナ
は
二
枚
リ
ー
ド
で
鳴
る
笛
だ
が
、
笛
の

構
造
上
ど
う
し
て
も
口
に
く
わ
え
ね
ば
な
ら
ず
、
唾

で
汚
れ
る
楽
器
で
あ
る
。
唾
な
ど
の
体
液
は
精
液
と

の
つ
な
が
り
を
連
想
さ
せ
、
笛
吹
き
は
下
世
話
な
言

い
方
で
「
男
の
モ
ノ
を
く
わ
え
て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ

と
重
ね
ら
れ
る
。
一
般
に
趣
味
で
楽
器
を
習
う
機
会

に
ド
ー
リ
ー
の
楽
器
を
選
ぶ
者
は
い
な
い
、
ラ
バ
ー

ブ
（
罵
冨
官
琵
琶
）
や
ベ
ン
ジ
ョ
ー
窟
①
己
９

大
正
琴
）
な
ど
の
弦
楽
器
か
、
太
鼓
で
も
小
型
の
ド

ー
ラ
ク
ｅ
ｇ
舅
）
か
タ
プ
ラ
司
号
毎
）
を
選
ぶ
。

ロ
ー
リ
ー
の
中
で
歌
手
の
総
称
は
「
詩
（
讐
呂
／

切
冒
月
シ
国
宜
ｓ
を
語
る
者
」
の
意
味
で
、
シ
ャ
ィ

ル
パ
ー
ロ
ー
ク
（
豊
里
『
國
さ
万
国
）
、
シ
ャ
ー
ィ
ル

（
竪
昌
月
卑
●
）
、
シ
ェ
ィ
ル
ジ
ャ
ン
命
胃
昼
自
如
罵
こ

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
英
雄
た
ち
の
叙
事
詩
を

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
肉
声
で
聞
か
せ
る
歌
手
た
ち
を
特

に
パ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ン
（
酉
置
く
四
月
国
里
）
「
勇
士
」

の
名
で
呼
ん
で
い
る
（
写
真
１
）
。
文
頭
に
あ
げ
た

バ
ー
ラ
ー
チ
の
詩
は
、
パ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ン
た
ち
の
重

要
な
演
目
の
一
つ
で
あ
る
。
歌
唱
者
は
ダ
ン
ブ
ー
ラ

グ
ｅ
富
ョ
９
３
巴
を
ギ
タ
ー
の
よ
う
に
か
き
鳴
ら

し
、
縦
型
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
あ
る
サ
ル
ー
ズ

（
留
日
㈱
）
が
伴
奏
の
い
っ
さ
い
を
引
き
受
け
る
。
彼

ら
の
晴
れ
舞
台
は
、
有
力
な
族
長
た
ち
の
会
談
や
祝

い
の
席
ｅ
冒
昌
）
の
余
興
と
し
て
、
夜
を
徹
し
て

彼
ら
の
先
祖
た
ち
の
武
勇
伝
を
披
露
す
る
と
き
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
こ
う
い
う
機
会
で
歌
を
披
露
す
る
こ

と
自
体
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
名
高
い
族
長

か
ら
褒
美
を
贈
呈
さ
れ
た
記
憶
は
楽
士
ら
の
勲
章
に

な
っ
て
い
る
。
パ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
今
は
亡
き
パ

キ
ス
タ
ン
の
国
民
的
歌
手
で
あ
っ
た
フ
ェ
イ
ズ
・
ム

ハ
ン
マ
ド
・
パ
ロ
ー
チ
弓
豊
凶
三
巨
富
ヨ
ョ
邑
留
さ
号
）

が
頂
点
を
極
め
た
あ
と
、
彼
の
ス
タ
イ
ル
を
受
け
継

ぐ
中
堅
の
楽
士
た
ち
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
生
き
続
け

て
お
り
、
地
域
的
に
は
カ
ラ
チ
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
海
に

沿
っ
て
西
に
広
が
る
マ
ク
ラ
ー
ン
地
方
の
パ
ロ
ー
チ

ー
語
圏
で
人
気
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
今
回
私

た
ち
は
、
バ
ロ
ー
チ
ー
語
が
話
さ
れ
る
港
町
グ
ワ
ー

ダ
ル
（
。
乏
昌
胃
）
に
お
い
て
、
か
っ
て
フ
エ
イ
ズ
・

ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ロ
ー
チ
の
伴
奏
も
担
当
し
た
こ
と

が
あ
る
サ
ル
ー
ズ
弾
き
負
臭
。
シ
同
冨
呂
昌
目
且
）

と
フ
ェ
イ
ズ
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
歌
手
（
言
巨
富
ヨ
ョ
且

シ
ョ
旨
）
か
ら
な
る
パ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ン
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
得
た
報
酬
を
対
等
に
五
分
五
分
の
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割
で
分
け
て
い
た
が
、
楽
士
の
稼
ぎ
も
思
う
ほ
ど
に

少
な
い
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
約
二
時
間
の
仕

事
（
お
茶
、
休
憩
付
き
）
で
、
肉
体
労
働
者
が
朝
七

時
か
ら
夕
方
五
時
ま
で
働
い
て
支
給
さ
れ
る
日
雇
い

写真3ムンガルマーン・左

料
金
の
半
分
に
も
相
当
す
る
。

ロ
ー
リ
ー
の
演
奏
に
立
ち
会
う
機
会
は
も
う
一
度

あ
っ
た
。
中
央
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
山
脈
の
山
道
、
パ
ン

ド
ラ
ー
ン
令
画
且
『
目
）
と
い
う
村
落
へ
の
入
り
口

L

ぷ

■

劃’
■ ~
1

写真4シェイパルジャーの踊り

で
、
楽
器
を
サ
ド
ル
バ
ッ
グ
に
入
れ
騎
乗
し
て
移
動

中
の
三
人
の
ロ
ー
リ
ー
楽
士
と
た
ま
た
ま
遭
遇
し
、

幸
運
に
も
記
録
さ
せ
て
も
ら
っ
た
（
写
真
２
）
。
彼

ら
は
、
昨
年
度
、
同
じ
ル
ー
ト
に
あ
る
ニ
チ
ャ
ー
ラ

負
旨
冨
邑
部
落
を
訪
問
し
た
と
き
、
歓
迎
の
演
奏

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
楽
士
と
そ
の
仲
間
Ｂ
ａ
○

国
〕
９
．
Ｑ
壷
巳
画
日
切
胃
乏
堅
．
シ
ｇ
昌
曾
目
）
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
移
動
は
近
隣
部
落
な
ら
馬
に
乗
る
。
遠
く
へ

呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
少
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
時
は
車
道
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
す
る
。
今
回
は
、
パ

ン
ド
ラ
ー
ン
村
の
サ
イ
ー
ド
（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド

の
血
を
引
く
家
系
に
属
す
者
、
も
と
も
と
「
長
老
」

を
表
す
ア
ラ
ビ
ア
語
）
の
家
か
ら
呼
ば
れ
て
演
奏
に

来
た
の
で
あ
る
。
路
傍
で
、
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
語
で
こ

の
地
の
英
雄
叙
事
詩
と
短
い
か
け
合
い
歌
の
演
奏
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
サ
イ
ー
ド
の
家
で
落
ち

合
う
こ
と
に
し
て
、
私
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
に
彼
ら
は

馬
に
乗
り
込
ん
だ
。
部
落
に
お
い
て
、
族
長
や
政
府

の
地
方
行
政
執
行
官
な
ど
の
有
力
者
が
存
在
し
な
い

場
合
、
外
交
の
窓
口
と
な
る
の
は
サ
イ
ー
ド
や
、
ム

ッ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
僧
で
あ
る
。
彼
ら

は
、
善
意
や
客
人
歓
待
の
習
慣
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

村
人
に
対
し
て
自
ら
の
力
を
誇
示
す
る
た
め
に
も
、

よ
そ
者
や
貧
者
に
気
前
よ
く
振
る
舞
う
パ
フ
ォ
ー
マ
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ン
ス
を
演
じ
る
．
未
知
な
る
部
落
に
立
ち
入
っ
た
と

き
、
ま
ず
こ
の
種
の
人
間
た
ち
を
訪
問
し
て
仁
義
を

き
る
の
は
、
そ
の
文
脈
で
保
護
を
求
め
る
た
め
で
あ

る
。
今
回
は
、
全
く
予
告
な
し
の
訪
問
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昼
食
・
音
楽
会
に
快
く
私
た
ち
を

同
席
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
地
に
お
け
る
社
会
構
造

と
ロ
ー
リ
ー
の
位
置
に
つ
い
て
、
一
つ
の
着
眼
点
を

得
ら
れ
た
。

ロ
ー
リ
ー
と
違
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
と
し

て
は
、
ラ
ス
ベ
ー
ラ
地
区
（
Ｆ
農
胃
盲
）
の
ベ
ー
ラ

ａ
⑥
旨
）
で
見
た
「
ム
ン
ガ
ル
マ
ー
ニ
Ｉ
（
冨
目
盟
下

ョ
画
凰
）
」
、
そ
し
て
マ
ク
ラ
ー
ン
地
方
の
中
心
地
ト

ゥ
ル
バ
ッ
ト
角
巨
号
昌
）
で
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

た
「
シ
ェ
イ
パ
ル
ジ
ャ
Ｉ
（
里
①
岩
且
秒
）
」
ら
の
歌

謡
・
舞
踏
グ
ル
ー
プ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
両
グ
ル
ー
プ

に
は
幾
つ
か
共
通
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
時
に
舞
台
の
中
央
に
柱
の
よ
う
に
立
て
ら

れ
る
酪
駝
の
皮
を
張
っ
た
ム
ン
ガ
ル
マ
ー
ン
と
か
ム

グ
ル
マ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
大
太
鼓
の
使
用
と
ア
フ
リ

カ
的
な
リ
ズ
ム
、
二
点
目
は
集
団
の
成
員
が
ロ
ー
リ

ー
と
は
呼
ば
れ
な
い
も
の
の
各
地
域
共
同
体
に
お
け

る
底
辺
に
位
侭
す
る
職
能
カ
ー
ス
ト
に
属
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
必
ず
し
も
断
言
は
で
き
な
い
が
、
彼

ら
の
中
に
は
、
人
種
的
に
ア
フ
リ
カ
黒
人
ま
た
は
黒

人
と
の
混
血
が
見
ら
れ
る
。
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
奴
隷

貿
易
で
南
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ビ
ア
海
沿
岸
部
に
は
、
イ

ン
ド
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
か
ら
ス
ィ
ン
ド
、
バ
ロ
ー
チ

ス
タ
ン
に
か
け
て
大
量
の
ア
フ
リ
カ
人
が
輸
入
さ
れ

た
。
ス
ィ
ン
ド
で
は
シ
ー
デ
ィ
ー
（
望
昌
）
や
ハ

ブ
シ
ー
（
罵
言
言
）
、
パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
南
部
で
は

ナ
キ
ー
ブ
（
ｚ
昌
弓
）
や
ダ
ル
ザ
ー
ダ
ｅ
胃
恩
呂
）
、

ゴ
ラ
ー
ム
（
・
言
旨
ョ
）
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
彼

ら
の
子
孫
と
な
る
。

ム
ン
ガ
ル
マ
ー
ニ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
二
人
は
、

ベ
ー
ラ
か
ら
五
○
キ
ロ
離
れ
た
貧
し
い
村
に
住
ん
で

い
る
が
、
地
方
行
政
執
行
官
の
観
の
一
声
で
、
私
た

ち
の
た
め
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
編
成
は
、

曲
に
よ
っ
て
交
替
も
す
る
が
、
リ
ズ
ム
の
主
導
を
ム

ン
ガ
ル
マ
ー
ン
奏
者
（
写
真
３
）
、
そ
の
他
に
ド
ー

ル
奏
者
が
二
人
と
ド
ー
ラ
ク
奏
者
が
一
人
、
あ
と
は

コ
ー
ラ
ス
と
手
拍
子
そ
し
て
ダ
ン
サ
ー
か
ら
な
る
。

徐
々
に
胸
が
高
ま
る
よ
う
な
躍
動
的
な
ド
ラ
ム
サ
ウ

ン
ド
と
強
力
な
手
拍
子
つ
き
の
合
唱
、
そ
れ
ら
を
バ

ッ
ク
に
波
の
中
を
か
き
分
け
て
歩
く
と
き
の
よ
う
な

身
振
り
で
踊
り
続
け
る
ダ
ン
サ
ー
、
長
い
と
き
は
九

時
間
く
ら
い
は
続
け
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
レ
ー
ヴ
ァ
（
Ｆ
ｇ
ｅ
と

呼
ば
れ
る
ダ
ン
ス
の
見
せ
場
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
肩
か

ら
背
中
に
か
け
て
の
痙
銀
に
も
見
え
る
柔
軟
な
動
き

で
あ
る
。
踊
り
の
身
体
現
象
の
中
で
、
肩
部
の
運
動

に
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
の
は
現
在
の
ア
フ
リ
カ
人

と
も
合
致
す
る
。

歌
の
言
語
は
土
地
の
言
葉
ラ
ッ
ス
ィ
ー
語
Ｐ
量
）

と
パ
ロ
ー
チ
ー
語
、
時
に
は
地
元
の
人
間
も
判
読
不

可
能
の
言
語
が
混
じ
る
と
い
う
。
歌
の
内
容
は
宗
教

的
な
色
合
い
が
割
合
強
く
、
ス
ィ
ン
ド
州
の
セ
ヘ
ワ

ー
ン
（
鯉
言
ｇ
）
に
祀
ら
れ
る
聖
者
ラ
ー
ル
・
シ
ャ

ハ
バ
ー
ズ
・
カ
ラ
ン
ダ
ル
（
冒
一
豊
島
冨
圃

○
四
言
邑
曽
）
の
名
を
唱
え
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
多
か

っ
た
こ
と
も
シ
ェ
イ
パ
ル
ジ
ャ
ー
と
共
通
し
て
い
る
。

シ
ェ
イ
パ
ル
ジ
ャ
ー
は
ケ
ー
チ
・
マ
ク
ラ
ー
ン
地

方
を
本
拠
地
と
す
る
合
唱
と
集
団
舞
踏
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
彼
ら
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
パ
ー
ク
パ
ッ
タ

ン
（
國
谷
昌
昌
）
で
眠
る
聖
者
シ
ェ
イ
フ
・
フ
ァ

リ
ー
ド
・
ガ
ン
ジ
シ
ャ
カ
ル
（
里
凰
喜
詞
昌
Ｑ
ｏ
員
‐

讐
異
胃
）
の
信
奉
者
を
自
認
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ

の
中
心
人
物
は
ハ
リ
パ
ま
た
は
ア
リ
パ
舎
昌
富
／

昌
冨
）
と
呼
ば
れ
る
座
長
兼
主
唱
者
で
あ
る
。
ハ

リ
パ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
カ
リ
フ
（
穴
冨
一
爵
）
が
崩

れ
た
か
た
ち
で
、
意
味
の
と
お
り
「
神
の
代
理
人
」

よ
ろ
し
く
グ
ル
ー
プ
の
最
高
権
威
者
で
あ
る
。
ハ
リ

パ
は
新
し
い
ハ
リ
パ
を
育
て
任
命
す
る
責
任
を
負
い
、
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そ
の
位
は
世
襲
制
で
は
な
く
技
量
が
基
準
と
な
っ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
通
常
肉
体
労
働
や
病
院
な
ど
の

下
働
き
を
し
て
い
る
。
中
規
模
の
村
落
に
一
つ
ぐ
ら

い
は
シ
ェ
イ
パ
ル
ジ
ャ
ー
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、

人
気
の
あ
る
ハ
リ
パ
に
率
い
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
遠

く
ま
で
興
業
の
旅
を
す
る
。
彼
ら
の
演
目
は
、
聖
者

を
讃
え
る
歌
と
踊
り
が
中
心
で
あ
り
、
長
旅
か
ら
無

事
帰
っ
た
り
願
い
事
が
叶
っ
た
り
と
い
う
め
で
た
い

席
の
余
興
と
し
て
（
縁
起
物
？
）
、
お
座
敷
が
か
か

る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
ム
ハ
ン
マ
ド
と
い
う
名
前

の
ハ
リ
パ
に
率
い
ら
れ
た
シ
ェ
イ
パ
ル
ジ
ャ
ー
の

延
々
三
時
間
か
ら
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
調
査

の
た
め
イ
タ
リ
ア
か
ら
一
時
帰
国
し
て
い
た
バ
ロ
ー

チ
人
学
者
パ
ダ
ル
・
ハ
ー
ン
博
壬
ｅ
『
・
雷
合
一
屋
】
自

国
巳
９
ｓ
と
、
ト
ル
パ
ッ
ト
の
識
者
タ
ー
ジ
・
バ
ロ

ー
チ
氏
ｅ
『
・
弓
皇
国
巴
。
号
Ｑ
呂
蚕
）
の
協
力
に
よ

り
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

満
天
の
星
空
の
も
と
、
広
げ
ら
れ
た
莫
蓮
の
上
に

は
ハ
リ
パ
と
ド
ー
ル
奏
者
が
ム
グ
ル
マ
ー
ン
太
鼓
を

中
心
に
立
ち
、
こ
の
中
は
聖
域
と
な
る
。
そ
こ
で
は

ハ
リ
パ
に
よ
っ
て
、
キ
サ
ー
ン
ク
ー
ル
（
匿
い
自
百
『
）

と
い
う
乾
燥
さ
せ
た
香
草
の
粒
が
焚
か
れ
、
炭
と
き

つ
い
匂
い
が
合
わ
さ
っ
た
白
い
煙
が
漂
う
。
こ
の
煙

は
病
気
の
時
に
枕
元
で
焚
か
れ
る
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
場
を
清
浄
に
し
、
ジ
ン
合
目
）
な
ど
の

悪
精
を
寄
せ
付
け
ぬ
効
用
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
開
始
は
「
ビ
ス
ミ
ッ
ラ
ー
ヒ
ル
、

ラ
フ
マ
ー
ノ
ー
、
ラ
ヒ
ー
メ
ー
（
慈
悲
ふ
か
く
慈
愛

あ
ま
ね
き
神
の
御
名
に
お
い
て
）
」
と
い
う
ハ
リ
パ

の
第
一
声
か
ら
で
あ
る
。
両
肘
を
押
さ
え
る
よ
う
に

前
に
腕
組
み
し
て
こ
の
合
図
を
待
っ
て
い
た
踊
り
手

た
ち
は
、
ハ
リ
パ
に
対
し
て
横
一
列
に
並
ん
で
向
か

い
合
っ
て
お
り
、
同
じ
歌
詞
を
復
唱
し
な
が
ら
前
後

ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
た
あ
と
方
向
を
変
え
る
と
聖

域
の
周
囲
を
左
回
り
に
歩
き
始
め
る
。
ハ
リ
パ
や
ド

ー
ル
奏
者
た
ち
は
列
と
と
も
に
同
方
向
に
つ
い
て
歩

き
踊
り
手
た
ち
を
鼓
舞
す
る
。
テ
ン
ポ
は
徐
々
に
速

く
な
り
、
歌
い
な
が
ら
の
踊
り
と
な
る
（
写
真
４
）

が
、
こ
れ
ら
の
ペ
ー
ス
を
作
る
の
は
ム
グ
ル
マ
ー
ン

奏
者
を
は
じ
め
と
す
る
太
鼓
奏
者
た
ち
の
役
目
で
あ

る
。
舞
台
か
ら
少
し
離
れ
た
暗
闇
の
中
か
ら
、
屋
敷

内
の
婦
女
子
ら
が
大
勢
見
て
い
た
の
は
印
象
的
で
あ

っ
た
。以
上
は
、
本
年
度
の
踏
査
か
ら
垣
間
見
た
楽
士
た

ち
の
生
業
の
側
面
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
「
バ
ロ

ー
チ
ス
タ
ン
の
音
楽
的
世
界
」
に
つ
い
て
本
格
的
に

取
り
か
か
る
こ
と
は
時
間
的
に
も
無
理
が
あ
り
、
今

後
の
補
足
調
査
に
先
送
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
課
題

の
リ
ス
ト
で
も
あ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
、
ア
フ
リ

カ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ニ
ー
に
対
し
て
も
文
化
人
類
学
的

興
味
は
尽
き
な
い
が
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
の
人
間
国
宝

的
な
存
在
で
あ
る
老
ロ
ー
リ
ー
た
ち
と
行
動
を
と
も

に
し
て
、
歌
い
語
ら
れ
る
「
山
国
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
」

の
英
雄
た
ち
の
活
躍
を
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
楽

し
め
る
よ
う
に
さ
ら
な
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
。
ド
ー
ム
、
ロ
ー
リ
ー
、
シ
ー
デ
ィ

ー
な
ど
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
音
楽
の
底
辺
を
支
え
る
人

び
と
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
・
知
識
の
集
積
が
求

め
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
以
上
、
現
地
研
究
機
関
、
研

究
者
、
郷
土
史
家
た
ち
と
の
永
続
的
な
協
力
関
係
が

何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
。
幸
い
私
た
ち
は
、
理
解
あ

る
良
き
協
力
者
た
ち
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

ど
の
よ
う
に
こ
の
成
果
を
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ン
に
お
返

し
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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